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Ⅲ アーバンデザインの取り組み 

 

０．タウン・デザインへの萌芽 

○ カミロ・ジッテ（Camillo Sitte）（オーストリア） 

“Der Städtebau nach seinen Kunstlerischen Grundsatzen”1889『芸術的原理に基づく都市計画』

→（SD 選書 175「広場の造形」） 

大規模な伝統的公共空間（広場、道、都市の構成）を分析し、その美しさの理由を探し、配置、     

プロポーション、スケールなどの原則を導き出す（適切なスケールで囲い込まれた空間の重視） 

中世とルネサンス都市の美  都市計画の技術⇔美的価値 

↑影響 

Ｊ・シュティベン（J.Stübben）“Städtebau”1880 

強制的な大規模再開発（パリ）のオースマンへの反発から古い都市を拡大しながら、 

注意深く保全されるべきとする主張 

  雑誌“Der städtebau” 1904 年刊行（ジッテは発刊の努力をしたが 1903 年死亡） 

ｃf. städtebau（独・都市計画） 

１．英国の“タウン・デザイン”派 ＝ 街並み（タウンスケープ）への配慮のはじまり 

1) フレデリック・ギバード（Frederick Gibberd） 

“Town Design”1953（鹿島出版会「タウン・デザイン」） 

 タウン・デザインに関する（新開発を含めて）要素を 690 事例から考察している（資料集） 

『デザインは、建築や景観、道路等、各部門のデザインを包含するものであるが、個々の部門が一体

に融合し、‘都市景観’として新しい表現をつくりあげるものである。この本で 初にとりあげるの

は、この景観の構成であり、とくに視覚上の諸性質についてである。強く言いたいのは、都市デザイ

ンがひとつの部門として存在するということであるが、都市の様相は都市デザインのなすべき範疇を

超えて展開しているので、都市の役割とか社会的あるいは科学技術的諸問題についても、都市の美的

構成という面からの十分な検討が加えられている。この本では、建築、ランドスケープ、道路デザイ

ン等の部門についても言及しているが、都市景観に関わる部分についてしかふれていない。都市景観

は、これらの部門が専門分化した技術となってしまってから質が低下したのである。各建築物の形に

ついて考察を行ったのは、都市景観の構成が建造物によるところが大きいからである。』 

2) ゴードン・カレン（Gordon Cullen） 

“The Concise TOWNSCAPE”1961（SD 選書 98「都市の景観」）1947 年から Architecture Review誌に連載 

中世の街並みに隠れた空間、ひそんだ骨格や基盤をスケッチにより引き出す（写真では写り過ぎる） 

近代建築に応用することで伝統的な街並みのなかに近代建築を挿入／既存の都市空間の中からよい

部分を取り出す 

単体の建築の評価は建築作品／「ひとつの建物は建築だが、２つの建物は建築をしのぐ芸術（タウン

スケープ）である」／まわりとどのように関わったのかが都市空間として重要 

3) トマス・シャープ（Thomas Sharp） 

“Town and Townscape”1968（SD 選書 73「タウンスケープ」） 

どのような過程で町（の中心部・Downtown）の物理的性格が構成されるかを検討するために、町の表

情を観察・評価する。 

どのように見えるか／空間の仕掛け／ランドマーク 

ｃf. Oxford Replanned(1948)など 

ポイント 

英国のタウン・デザインと 

米国のアーバンデザイン， 

アーバンデザインの近年の動き
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4) ケネス・ブラウン（Kenneth Brown） 

“West End :renewal of a metropolitan center”1971 

現存する空間を生き生きさせる小さな技／改善策 

ロンドン・ウエストエンドの再開発 

 

２．米国の“アーバンデザイン” 

1960 年代に“アーバンデザイン”が出現するまでにアメリカ合衆国で次のようなエポックがあった。 

0) 1853 年第１回ニューヨーク万国博覧会で「客用」エレベータが公開（発明家イライシャ・オーティス） 

→はじめは見世物→1857 年Ｅ・Ｇ・ホーワート社（ニューヨーク）に納入をきっかけに普及 

1) 1870 年代 シカゴで高層建築物の建設が始まる。商業の中心がシカゴ市場からニューヨークに移 

り、マンハッタンに鉄骨造の（超）高層建築が建ち並ぶようになる→均質な各階フロアの提供 

2) 1893（明治 26）年 ミシガン湖畔を会場としたシカゴ・コロンブス世界博覧会が開催 

（コロンブスのアメリカ大陸発見 400 年記念） 

 マスターアーキテクト：ダニエル・Ｈ．バーナム 

 配置計画：Ｆ．Ｌ．オルムステッド、Ｈ．ゴッドマン 

 →フランス風アカデミックな古典主義（ボザール建築、バロック式都市計画） 

と対称的な軸線の組み合わせ 

             

古代ギリシャ・ローマ、ルネサンス、イタリア、フランスなど各種の建築様式によって構成され 

たホワイト・シティの実現 

↑ 

当時の米国市民は自分たちの住む都市との違い（時代を感じさせる街並み、都市に適した公共空 

間のあり方）に驚き、これに習って都市を（バロック式で）美しくすべきという運動を開始する 

⇒ City Beautiful Movement（都市美運動） 

3) 1915 年新イクィタブルビル（地上 36 階・165ｍ）が建設され、周囲の建物への威圧、道路の採光 

が社会問題となる 

↓ 

1916 年 ニューヨーク市でゾーニング条例が施行され 

容積率、道路斜線制限が加えられるようになって 

高層ビルの形態に変化が現れはじめた。 

＝ 地上レベルのオープンスペースに囲まれた 

搭状のオフィスビルによって密度を増加、 

スラム撤去を志向（1961 年全面改訂） 

セットバック形態の出現 
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ロンドンの住み分け 

シティ      商業の中心 

ウエスト・エンド 政治的中心 

北・東・南部   郊外地区 

シティから移住した行政を担う役人や法律家が居住 

セットバック・ライン
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4) 1922 年フュー・フェリスによる「新しい建築」の発表＝セットバック・スカイスクレーパーの 

美的根拠を示す（セットバック・スカイスクレーパーに至る４段階） 

5) 1929 年 10 月 24 日 世界的経済恐慌はじまる ⇒ 都市開発の主体が民間投資から政府活動に 

6) 1960 年ケビン・リンチが「都市のイメージ」を発表 

  人々がもつイメージにより現状の都市像を理解する試み。現代都市の理解の手がかかりとなった 

-------（1960 年代以降） 

7) 1972 年セントルイスのプルイット・アイゴー公営住宅団地事件 

  ミノル・ヤマサキ※設計の団地でアメリカ建築家協会デザイン賞受賞作品（1950 年代） 

  スラムクリアランスを目的として建設、従前の居住者が新団地に収容されたが、かつての気楽で親 

密な生活がなくなり、住民が徐々に減少。麻薬の売人など好ましくない住民が増加し、環境がます 

ます悪化、結局ダイナマイトで破壊した。 

 

 

 

 

 8) 郊外住宅地の破綻 → ニューアーバニズムの勃興 

 9) 経済不況、湾岸戦争、９.11 テロ 

 

３．米国のアーバンデザインの実践 

米国で 1960 年代中頃に都市の病巣を手当てする公共政策として、都市全体のあるべき姿のトータル

デザインとして「アーバンデザイン」の模索と実践が始まる 

・フィラデルフィアのエドモンド・ベーコン（Edmund Bacon） 

・サンフランシスコのアラン･ジェイコブス（Alain Jacobs） 

・ニューヨークのジョナサン・バーネット（Jonathan Barnett） 

 

米国大学のカリキュラムへの組み込み 

1957 年 ペルシルベニア大学シビックデザイン課程開設 

1960 年 ハーバード大学アーバンデザイン学科（大学院）創設 

1971 年 ニューヨーク市立大学大学院アーバンデザイン課程開設 

 → （バーネットの言葉） 

アーバンデザインとは都市の成長・保存・変化に応じて、物的環境のデザイン上の方向づけを行

うプロセスに対して広く認められた名称であり、それはまた保存建築物や新しく建設される建物

と同様にランドスケープを、さらに都市のみならず田園地域をも含むものと理解されている 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Minoru Yamasaki（1912～1987） 米国現代建築家。ワシントン大学・ニューヨー

ク大学で建築を学び、1949 年に自身の事務所を設立。近代的なデザインを得意とする。

ワールド・トレード・センター（ニューヨーク）は代表作品 
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４．20 世紀後半におこった都市の風景・景観・見栄えの類似性（世界中の都市が似てくる） 

  類似性は主要な４つの要因により説明可能 … 全世界が画一化した原因 

＝ 建築物、技術革新、都市計画、社会変化によってもたらされた同一感 

1) 建 築 物－建築家の設計による／よらず、大量生産の如何を問わず、 も目立つ人間の造形物 

＝現代建築の美的原理となっている無装飾の角張った形態 

2) 技術革新－鉄骨、商業用電力、自動車などのここ 100 年間での進展 

＝新しい建築形態や生活様式を可能とした 

3) 都市計画－20 世紀初頭に開発されたこの技術は、都市の構成要素のレイアウトと配置を規定した 

⇒他者から搾取されうる自分自身の劣悪な性向から自己を守り、ひいては健康や正義、 

平等に支えられたユートピアを実現させるという意図もあった。 

4) 社会変化－先進諸国の現代都市ではほとんどの人が文字を読み書きし、快適な住宅に住み、オフィ

スで頭脳労働に携わり、血縁よりも瞬時に伝わる電気通信システムによって結びついている 

＝郊外の消費者コミュニティ（郊外住宅地）や超高層オフィスの建ち並ぶ都心部の景観を形成 

↓ 

5) 国際主義－思想や流行は国境で完全に区切られるわけではない。かつては遅い移動速度のために普

及が限られており、たいていは既存の地域的伝統に適応しながらある地方から別の地方へと伝えら

れていった。そのため、地方の慣習や建築に根ざした地域的な多様性は大きかった。しかし、上記

のような状況の中、新しい建築技術と高速通信によって地域的な適応の可能性が大幅に減少し、指

導的な企業、建築家・都市計画家は世界各地に移動し、世界中どこでも通用するデザインを持ち込

んだり借用するようになった。⇒ 類似 ⇒世界中どこに行っても同じ様相 

 

５．割れ窓理論 1982 年発表 「割れ窓理論による犯罪防止 監訳者あとがき」からの抜粋 

「割れ窓理論」は米国ニューヨーク市の治安回復において大きな役割を果たしたと言われている。 

割れ窓理論（Broken Windows Theory）は、ケリング博士がウィルソン博士と共著で、「アトランティ

ック・マンスリー」誌に発表したが、1982 年当時は大きな注目を集めたわけではなかった。それまでの

対策が、いわゆる犯罪原因論に基づいていたからである。  

 犯罪原因論は、犯罪者の異常な人格や劣悪な境遇に犯罪の原因を求め、それを取り除くことによって

犯罪を防止しようとする立場である。しかしながら、犯罪原因論は犯罪増加に歯止めをかけることがで

きなかった。そのため、犯罪の原因を究明することは困難であり、仮に原因を解明できても、それを除

去するプログラムを開発することは一層困難であることが認識されるようになった。また、犯罪原因論

は、犯罪者に焦点を合わせて、その異常な人格や劣悪な境遇を改善しようとするものなので、それにも

とづく対策には被害者の視点が欠落していた。  

 こうして、欧米諸国では 1980 年代に犯罪原因論は大きく後退し、替わって犯罪機会論が台頭した。

それは、被害者の視点から、犯罪の機会を与えないことによって犯罪を未然に防止しようとする立場で

ある。犯罪原因論が、犯罪者は非犯罪者とはかなり違っており、その差異のために、ある人は罪を犯す

が他の人は犯さないと考えるのとは対照的に、犯罪機会論は、犯罪者と非犯罪者との差異はほとんどな

く、犯罪性が低い者でも犯罪機会があれば犯罪を実行し、犯罪性が高い者でも犯罪機会がなければ犯罪

を実行しないと考える。この考え方にもとづいて、欧米諸国では、犯行に都合の悪い状況を作り出すこ

とが犯罪対策の主流になった。  

 被害者の視点から、犯罪の機会を与えないように状況を変えるためには、犯罪者の標的については「抵

抗性」を、犯行の場所については「領域性」と「監視性」を、それぞれ高めることが必要である。抵抗

性とは、犯罪者から加わる力を押し返そうとすることであり、ハード面の恒常性（一定不変なこと）と

ソフト面の管理意識（望ましい状態を維持しようと思うこと）からなる。領域性とは、犯罪者の力が及

ばない範囲を明確にすることであり、ハード面の区画性（区切られていること）とソフト面の縄張意識

なぜ英国･米国でこのような動きが起こったのか？ 

↓ 
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（侵入は許さないと思うこと）からなる。監視性とは、犯罪者の行動を把握できることであり、ハード

面の「無」死角性（見通しのきかない場所がないこと）とソフト面の当事者意識（自分自身の問題とし

てとらえること）からなる。  

 このうち、領域性と監視性のソフト面、すなわち、縄張意識と当事者意識を重視するのが割れ窓理論

である（これに対して、領域性と監視性のハード面、すなわち、区画性と無死角性を重視するのが「防

犯環境設計」と呼ばれる手法である）。「割れた窓ガラス」は、縄張意識と当事者意識が低い地域の象徴

である。「割れた窓ガラス」が放置されているような地域では、縄張意識が感じられないので、犯罪者

といえども警戒心を抱くことなく気軽に立ち入ることができ、さらに、当事者意識も感じられないので、

犯罪者は「犯罪を実行しても見つからないだろう」「見つかっても通報されないだろう」「犯行は制止さ

れないだろう」と思い、安心して犯罪に着手するのである。そこで、割れ窓理論は、地域における秩序

違反行為への適切な対応を主張する。縄張意識と当事者意識が高ければ、秩序違反行為が放置されるは

ずがないからである。  

 

６．ニューアーバニズム 

1980 年代後半から 1990 年代にかけて、主に北米で発生したアーバンデザインの動き。 

欧州：コンパクトシティ 

英国：アーバンビレッジ 

背景：郊外化の弊害の顕在化。具体的にはコミュニティの崩壊、行政サービスコストの増加（低密度な

ので、ごみの回収作業などのサービスにかかるコストや電灯などの社会インフラなどのコストが高くな

る）があげられる。 

具体的な方法     郊外における開発手法 

・ 伝統回帰的な都市計画で鉄道駅を中心に、商業施設や住宅地がその周りを囲んでいるた都市モデル

を想定 

・ 過度な自動車依存を解消するための、鉄道やバスなど公共交通を基本とした都市構造 

・ ヒューマンスケールの職住近接型まちづくり 

・ 基本的には郊外においても都市的な要素を注入する。 

 

 

・アワニー原則（The Ahwahnee Principles） 

1991 年秋、カリフォルニア州ヨセミテ国立公園内のホテル アワニー（The Ahwahnee）に地方自治体

の幹部が集まった。その会議で発表されたのが“アワニー原則”である。ピーター・カルソープ（Peter 

Calthorpe）をはじめとする６名の建築家によって起草された｡  

第二次世界大戦後の米国の都市開発のあり方に疑問を抱いていた彼らは、1980 年前後から自分たちの

考え方にもとづいて新しい町を建設してきた｡ 

彼らのつくった町は、米国内外で注目を集め、高い評価を得るとともに、開発事業としても成功を収

めた｡ 彼らの成功を見て模倣したまちが各地に現われたが、模倣は表面的で、つまみ食い的に行われて

しまい、彼らの目的や意図とは異なる不完全なコミュニティが次々と出現した｡このような状況を見て

自分たちの意図するまちづくりの全体像を明確に提示する必要性を痛感し、６人連名で、まちづくりに

おいて遵守すべき諸原則をとりまとめたのが“アワニー原則”である｡  

 米国の抱える社会問題は、コミュニティの崩壊によってもたらされた｡コミュニティ崩壊の原因は、

自動車に過度に依存したエネルギー大量消費型のまちづくりのなかにある｡彼らはその解決策として、

自動車への依存を減らし、生態系に配慮し、何よりも人びとが自分の住むコミュニティに強いアイデン

ティティが持てるような町の創造を提案している｡  

 アワニー原則では、このような町の実現のために遵守すべき事項を、①コミュニティの原則、②コミ

ュニティよりも大きな区域であるリージョン（地域）の原則、③これらの原則を実際に適用するための

戦略、に分けて記している｡  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


